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超音波ホログラフィでは，再生像の解像力を決定する要因の 1 つに ホログラム面の大きさがあげ
られるが，主論文では，限定されたホログラム面内に出来るだけ多くの位相情報を含むようにする方
法を示し，さらに収差の少ない，高解像力，高倍率を持った記録方法を指摘し，より実用的な超音波
ホログラフィ装置についての基本的な問題を解像力を中心に考察する。主論文は以下の 6 章から成る。
第 I 章は，本論文の概要である。
第 H 章では，記録媒体の記録しうる最大空間周波数が低い場合，レンズレス・フーリエ変換法が適
当であることを示す。
第皿章では，ホログラム信号を高速に収集する方法として直交一次元方式のアレイ構成がよいこと
を示し，この方式に別の波源を設けてホログラムを記録する二ビーム干渉法を適用した場合の問題点
を指摘し，その解決方法を示す。
第百章では，ホログラム面の限られた超音波ホログラフィでは，受波器の走査に合わせて，波源な
らびに物体の動きを調整することによって，受波器のみを移動する場合よりも 4 倍も解像力を向上さ
せることができることを示す。
第V章では，超音波ホログラムの再生像に影響を与える問題点を指摘し，その望ましい方向を示す。
第VI章では，本論文で示された研究の諸結果について整理し，今後の課題について言及している。
以上の研究から，実用的な超音波ホログラフィ装置の設計指針が示された。
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論文の審査結果の要旨
本論文は超音波ホログラフィの解像力を向上させる目的でレンズレス・フーリエ変換法を適用する
時の結像特性を解析し，分解能を向上させる条件を明らかにした。次に，直交一次元走査方式に空間
参照波を用いた時の結像特性を考察し，縦横の方向の違いによる再生像の歪を少くするために，参照
波源を照射波源に同期して動かせばよいこと，再生の際のホログラムの縮小率比が，走査方式によら
ず，物体の， {，皮源およびホログラム面からの距離の比できまることなどを明らかにした。更に，波源，
受波器，物体，参照波源が独立に動くときの超音波ホログラムの結像特性を近軸近似で解析し，特に
収差および分解能がこれらの動きに依存する構造を明らかにした。最後に，医療への応用を考慮して，
ホログラムのミニコンビュータによる実時間再生を検討し，レンズレス・フーリエ変換法が計算時間
の短縮に有利で、あること， ミニコンに要求されるピット数などの考察を行った。以上の通り本論文は，
超音波ホログラフィの実用化のための基本的考え方をあたえたもので，博士論文として価値あると判
断する。
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